
学校の見解と

教職員 保護者 児童 平均
評
価

コメント 今後の方向性

　人権教育の推進
を図る。自分のよ
さを実感させ、自
己肯定感を高める
とともに、相手を
大切にする態度を
育てる。

100 77 89 Ａ

　保護者に肯定的評価が低
い。学校は人権教育を推進
しているが、保護者に伝
わっていないことが考えら
れる。

　ＨＰやスクリレを通し
て保護者に人権教育を推
進している具体例などを
伝えていく。

Ａ

親が子を愛する、一人の人間
として認めるという自己肯定
の基本が各家庭に浸透して
いって欲しい。思いやりや協
調性に欠ける実態を強く感じ
ることから、保護者への理解
を含めた育成目標達成に向け
て引き続き努めて欲しい。

人権教育プログラムを活用して児童
の人権感覚を磨き醸成させていった
り、たてわり班活動やいじめゼロ宣
言運動を実施したりして人権教育を
推進していく。学校経営説明会や保
護者会、日頃の教育活動全般を通し
て保護者に人権教育の推進状況を伝
えていく。

道徳教育の推進を
図る。夢や希望を
育み、心の教育の
充実をさせるとと
もに、社会で生き
る土台を培う。

100 83 92 Ａ

　道徳の授業や地区公開講
座を通して学校では道徳の
授業内容や意義を伝えてい
るが、道徳授業地区公開講
座の参加が少ない。全体で
42％、学年ごとの差が大き
い。

　ＰＴＡ役員や運営委員
の協力を通し、参加率
50％を目指し、道徳授業
地区公開講座の参加者を
増やす。

Ａ

先生方が工夫して道徳の授業
をしていると思った。道徳授
業地区公開講座への保護者の
参加は高学年になるほど少な
いように見受けられる。増え
るように今後も努力をして欲
しい。

PTAに協力を求めるとともに、道徳の
授業や講演会の工夫を行うことで道
徳授業地区公開講座での保護者の参
加率を高めていき、家庭と連携を模
索しながら道徳教育を推進してい
く。

特別支援教室や教
育相談体制の活用
を通じて、特別な
支援を要する指導
の充実を図る。

100 79 89 Ａ

　特別な支援を要する指導
の充実について、保護者に
見取る場が理解されていな
いことが評価が低い原因と
考えられる。

　児童や保護者への特別
支援教育の充実につい
て、学校教育説明会や報
告会で特別支援教育につ
いて説明を行う。

Ａ

特別支援教育の充実は支援を
必要としない親や子供ももっ
と知るべきである。特別支援
を恥ずかしいという感覚が、
必要な支援と思えるように
なって欲しい。

保護者アンケートでの保護者の評価
をやり易くなるように工夫してい
く。児童には特別支援教育理解教育
を行ったり、保護者には学校経営説
明会で特別支援教育についての説明
を行ったりして児童の適正な就学に
つなげていく。

ICTを取り入れた
教材の工夫やめあ
て・振り返りのあ
る授業づくりを通
し、児童の学習意
欲の向上と基礎学
力の定着を図る。

92 85 76 84 Ａ

　デジタル教科書を使うこ
とで資料の提示が容易にな
り、黒板を有効活用でき、
黒板で具体的操作をして考
えることができた。

　教員の授業力向上を
図っていくとともに、家
庭からの学習意欲向上の
啓発を行う。

Ａ

ICT化の授業の中でも、わ
かりやすい絵による算数の
授業を見ることができ良い
と思った。ICTの使用によ
る弊害の一つである「書く
力の低下」にも配慮を望
む。

分かりやすい授業を目指し、小教研
や外部の研究会に参加して専門性を
高めたり、校内研究や教材研究を通
して授業力を高めたりすることで、
児童の学習意欲を向上と基礎学力の
定着を図っていく。

考える場・話し合
う時間の設定を通
じて、考える力・
表す力の向上を図
る。

100 80 85 88 Ａ

　教員は教材研究や授業改
善の工夫を行い、考える力
や表す力の向上に務めてい
る。保護者に考える力・表
す力の向上を図っているこ
とをみとる場が理解されて
いない事が考えられる。

　校内研究や小教研、外
部研究会の参加を通して
さらに教員の授業力向上
を図っていく。

Ａ

先生方は授業への工夫をとて
もしていることを授業公開で
感じることが出来た。学校の
もつ最重要テーマでもあり今
後の充実に期待します。今後
も校内研究や研究会を通して
授業力向上を求める。

保護者アンケートでの保護者の評価
をやり易くなるように工夫してい
く。分かりやすい授業を目指し、小
教研や外部の研究会に参加して専門
性を高めたり、校内研究や教材研究
を通して授業力を高めたりすること
で、児童の考える力や表す力の向上
を図っていく。

読書貯本通帳・読
書月間の取組を通
じて、読書好きの
子供を増やす。

92 73 67 77 Ｂ

　全校朝会や、校長室前の
廊下の掲示など、取り組み
具合が全校で共有できたの
は、子供たちも嬉しく感じ
刺激になったと思います。
　児童の肯定的評価が低い
ことが気になる。活動に工
夫が必要である。

　家庭での読書の奨励や
蔵書数の増加等、対応策
の検討が必要である。

Ｂ

学校司書の活動の報告で、図
書室の閲覧などとても工夫さ
れていると思うので、子供た
ちが本に触れる機会が多くな
れば良いと感じた。家庭と連
携しながら読書に興味・関心
をもてる活動を推進して欲し
い。家庭で両親が本を読んで
いるところを見せることも児
童が本を身近に感じる一要因
になると思う。

読書活動重点推進校としての取組は
終わるが、継続して学校司書や読書
ボランティアを活用し読書好きの児
童を増やす取組を行っていく。興味
関心の高い内容の本から読み進めて
いく等、家庭での読書の奨励を推進
していく。

縄跳び旬間・持久
走旬間などの一校
一取組運動や休み
時間の外遊び啓発
を通して、体力の
向上を図る。

100 99 87 95 Ａ

　持久走旬間では中休みに
積極的に取り組んでいた。
感覚作りの運動をいろいろ
行ったことで、少しずつ動
きが良くなっているように
感じる。

　今年度の取組は継続し
ていくとともに、家庭で
の体力向上の取組を推奨
する。

Ａ

休み時間等での積極的な取組
はとても良いことだと思っ
た。今後も継続していただき
たい。鬼ごっこなど昔遊びも
楽しんで欲しい。

体育の授業改善や一校一取組運動、
外遊びの啓発、2020レガシーによる
トップアスリートの招聘を通して体
力向上の取組を推進する。また、家
庭での体力向上の取組も推奨する。

保健指導の充実を
図る。「元気
チェックカード」
や感染症対策を通
じて、健康的な生
活習慣づくりを進
める。

100 88 91 93 Ａ

　元気チェックカードやは
みがきカレンダーを通し
て、家庭の様子や、良いと
ころ・課題等を見取ること
ができたので指導に活かし
ていく。計画や目標等を見
直し、反映させていく。

　今年度の取組を次年度
も継続して取り組んでい
く。

Ａ

児童からの評価から、厳しい
コロナ禍等の環境の中、健康
づくりの結果として成果に表
れている。元気チェックカー
ドなど学校へ提出することで
家庭の様子が分かり保護者の
意識付けにもなる。

元気チェックカードやはみがきカレ
ンダー等の取組を通して各家庭と連
携して健康的な生活習慣づくりを推
進していく。

日常の安全指導や
避難訓練を徹底さ
せ、命を大切にす
る教育の充実を図
る。

100 91 95 Ａ

　月一回の避難訓練では
「一番大切な命を守るため
の授業」として真剣に取り
組んだ。保護者からも十分
な肯定的評価を得ている。

　命を大切にする教育の
充実を継続していく。

Ａ

避難訓練を通して命の大切さ
の学びにつながり良いと思っ
た。継続して命の大切さを推
進する。国内での災害発生の
状況の中で、児童と保護者へ
の「自助・共助」の重要性の
取組を検討できないか。

月一回行う安全指導と避難訓練は、
ねらいを明確にした指導を行った
り、真剣に訓練に取り組ませたりす
ることを継続していく。避難訓練の
想定は、いろいろな条件を想定して
行い命を大切にする教育を充実させ
ていく。

学校便りやホーム
ページ、スクリレ
の活用を通じて、
開かれた学校を推
進する。

100 88 94 Ａ

　保護者から十分な肯定的
評価を得ている。年度途中
からグーグルフォームによ
り欠席連絡も可能としてい
ることも評価を高めている
と考える。

　スクリレやホームペー
ジでの情報発信をさらに
充実させていく。

Ａ

ホームページについては長期
間“準備中”の項目が見受け
られます。教職員皆様の負担
増にならない配慮の上で充実
をお願いします。欠席連絡が
便利になった。

スクリレを通して学校だより等の各
便りを伝えたり、ホームページを活
用して教育活動を伝え開かれた学校
づくりを推進していく。今後はホー
ムページの全ページを更新してい
く。

教職員が、それぞ
れの専門性を発揮
するともに、一致
協力して教育活動
に当たる。

100 70 85 Ａ

　評価不可の保護者が26％
いた。保護者は教員の専門
性向上や協力した教育活動
について評価をすることが
を十分に理解できていない
と考えられる。

　三校合同研修会や校内
研、小教研等により専門
性を高める努力をしてい
ることを保護者に伝えて
いく。

Ａ

学校側の行いは、保護者が実際に
見に行くことでより理解が深まる
と思う。保護者から見て、肯定的
評価が低く、評価不可の回答が高
い傾向が長期間続いていることか
ら、設問の意味が分かりにくい可
能性も考えらる。

学校公開や授業参観、道徳授業地区
公開講座の通知を通して保護者に教
育活動を参観できる機会をしっかり
と確保したり、保護者アンケートの
評価の仕方やの観点を伝えたりして
評価の信頼性を高めるようにしてい
く。

行事や授業の連携
を通じて、西中学
校区や幼保・様々
な公共機関との交
流を推進する。

92 71 82 Ｂ

　評価不可の保護者が23％
いた。保護者の評価が低い
のは、三校合同引き渡し訓
練の日程に問題があった
り、保育園との交流が伝
わっていなかったりするこ
と原因と考えられます。

　引き渡し訓練など、三
校で行う行事などについ
ては、調整を図っていき
たい。

Ｂ

学校と地域連携を生かした今
年度の周年記念事業に見られ
た成果のようにPTAを取り込ん
だ積極的な交流推進に努めて
もらいたい。保育園と学校の
交流では良い体験ができた。

いじめゼロの取組や合同引取訓練
等、西中学校校区の三校で連携して
行っている行事について保護者にス
クリレやホームページ等を通して周
知を行い評価の信頼性を高めるよう
にしていく。

４
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改善策
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具体的な内容
評
価 分析結果

肯定的評価
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＜学校経営方針の重点＞　　１　豊かな心の醸成　　　２　確かな学力の向上　　　３　健やかな体の育成

学校運営連絡委員


